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「と畜・食鳥処理場における HACCP検証方法の確立と 

食鳥処理工程の高度衛生管理に関する研究」 

分担研究報告書 
  

と畜場・食鳥処理場の内部検証に関する研究 
 
 

研究分担者 山崎栄樹 国立大学法人帯広畜産大学 
動物・食品検査診断センター 

 

研究要旨：と畜場法および同施行規則、および食鳥処理場の事業の規制及び食鳥検

査に関する法律および同施行規則の改正に伴い、と畜場および食鳥処理場において

は自治体等が行う外部検証が要件とされた。外部検証を効果的に実施するためには

事業者が自ら行う内部検証の確実な実施および外部検証との連携が有効であるも

のの、本研究の前年度までの調査において内部検証と外部検証の連携の低さが明ら

かとなり、この問題に対して内部検証活動の支援を目的として外部検証通知と連携

した内部検証の手順書の原案の作成を行った。本研究では、手順書の原案について

と畜・食鳥検査員および事業者からの意見聴取を行い、抽出された指摘について対

応を行うことで、実行性を高めた事業者にとって無理なく導入可能な内部検証の手

順書の最終案を作成した。意見聴取では、手順書の目的及び利用主体が不明瞭であ

る点、作業の現場確認についての指示事項が必要である点、検証の意義についての

説明不足等、多くの指摘がなされ、それらの意見に対応する形で手順書案の大幅な

改訂を行った。内部検証の手順書最終案は検証の目的・重要性についての事業者の

理解不足の解消、および内部検証と外部検証の連携の強化に資するものとなってお

り、今後、その活用は事業者による内部検証活動の確実な実施と高度化、及び外部

検証の円滑化と有効性の強化へと繋がることが期待される。 

 

Ａ. 研究目的 

平成３０年に交付された「食品衛生法等

の一部を改正する法律」では、改正の柱の

一つとしてHACCPに沿った衛生管理の制度

化が示された。同法に基づき、と畜場法第

６条第１項第２号および第９条第１項第２

号および、食鳥処理場の事業の規制及び食

鳥検査に関する法律（以下、食鳥検査法）

第１１条第１項第２号においてHACCPに基 

 

づく衛生管理（食品衛生上の危害の発生を

防止するために特に重要な工程を管理する

ための取組）に関する要求が明文化され、

令和２年より本格的な運用が開始される事

となった。同要求に基づくと畜場および食

鳥処理場（認定小規模食鳥処理事業者を除

く）の衛生管理においては、事業者が自ら

実施する内部検証に加え、と畜検査員およ
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び食鳥検査員による外部検証の実施が義務

付けられており（と畜場法施行規則第３条

第６項および第７条第５項、食鳥処理の事

業の規制及び食鳥検査に関する法律施行規

則（以下、食鳥検査法施行規則）第４条第

４項）これを受けて、令和２年５月２８日

付け生食発０５２８第１号「と畜検査員及

び食鳥検査員による外部検証の実施につい

て」（以下、「外部検証通知」）が通知され

た。同通知内ではと畜検査員および食鳥検

査員が実施する外部検証について、その手

順および評価方法が示されており、令和３

年６月より全国的に同通知に従った外部検

証の実施が本格的に開始され、微生物試験

データの全国的な解析も進められている。 

外部検証通知の中では外部検証で確認す

る事項として、微生物検査（同通知内別添

１および２の第９項）に加え、施設・設備

管理に関する手順書の確認、生体・と体の

取り扱いに関する手順書の確認および

HACCPプランに関する手順書の確認（同通

知内別添１および２の第４項の（１））、施

設・設備管理に関する記録および実施状況

の確認および教育訓練の確認（同通知内別

添１および２の第４項の（２））、生体・と

体の取り扱いに関する記録および実施状況

の確認および教育訓練の確認（同通知内別

添１および２の第４項の（３））について

示されている。微生物検査以外の確認事項

の具体については同通知内で別表１および

別表２として示されており、と畜検査員お

よび食鳥検査員はそれぞれ別表１および別

表２に示された個々の内容について現場確

認および記録確認を通じてと畜場および食

鳥処理場の衛生管理が適切に行われている

ことを評価することとなっている。 

と畜場および食鳥処理場において効果的

な外部検証を実施するためには、検証活動

の独立性を保ちながらも、事業者が自ら実

施する内部検証の結果を有効活用すること

が望まれる。と畜場法施行規則および食鳥

検査法施行規則においても事業者に対し

て、と畜場・食鳥処理場の管理およびと

畜・食鳥処理作業の衛生的な実施に加え、

それぞれの活動の効果等について検証の実

施を求めている。 

と畜場および食鳥処理場の衛生管理に関

する前提条件プログラムについては施行規

則内で詳細な手順が示され、また、HACCP

については業界団体等が作成した手引書内

で詳細な手順が示されている。しかしなが

ら、現在公開されているHACCPの手引書で

は、CCPの管理方法、記録方法等（HACCP原

則1〜5および7）についてはSOPおよび記録

様式が詳細に例示されている一方で、それ

らの検証方法（原則6）については詳細な

手順が示されたものは少ない。このため、

事業者ごとに検証手順および検証に係る記

録様式等が異なり、このことは効率的な外

部検証を実施する上で大きな障害になって

いる。そこで本研究では事業者が参照可能

な内部検証の手順書の作成を目的とし、昨

年度までの研究で内部検証の手順書の原案

を作成した。手順書の作成にあたっては、

自治体等が行う外部検証の効率的な実施が

可能となるように外部検証通知との関連性

を明確にした内容で構成し、加えて、

HACCPに関わる海外の規格との整合性も考

慮した。本年度の研究においては、手順書

の原案に対してと畜・食鳥検査員および事

業者からの意見聴取を行い、必要な改訂を

行った。 



115 

 

 

Ｂ. 研究方法および結果 

１．手順書原案に対する意見聴取 

昨年度までに作成した手順書の原案につ

いて食肉衛生検査所（４所）および事業者

（３事業者）より意見聴取を行った。その結

果、手順書の目的が不明瞭である点、作業の

現場確認についての指示項目が必要である

点、検証の意義についての説明不足等、多く

の指摘がなされ、それらの意見に対応する

形で以下の通り手順書の改訂を行った。 

２．手順書の目的の明確化 

手順書の原案に対する意見聴取において、

手順書の目的が不明瞭である点が指摘され

た。事業者の HACCP 構築支援についてはこ

れまで、厚生労働省や関連団体等から複数

の手引書が示され、衛生管理計画の解説の

ほか、記録様式例が示されてきたところで

ある。しかしながら、検証活動に係る具体的

な手順については例示が少ない状況であっ

た。検証活動は各事業所の製造工程、衛生管

理計画および衛生管理に関する記録の種類

に対応した形で事業所ごとに計画されるべ

きものである。この理由から、本来であれば

検証活動については共通した手順や様式等

を示すことが難しくなっている。しかしな

がらと畜場および食鳥処理場については、

外部検証通知が示された事によって、外部

検証との連携を主たる目標とすることで事

業者に提案可能な共通した検証の手順書を

示すことが可能となった。改訂版では「背景

および目的」の項を大幅に改訂し「本手順書

が外部検証において確認される記録の確実

な取得の支援を主たる目的とする」との説

明を加え、手順書を参照することで事業者

にとって外部検証に対応した形での効率的

な内部検証の実施が可能であることを示し

た。各手順書内の「別紙 1 記録の整備状況

の確認シート」では、外部検証通知の別表 1

および別表 2 を参照することで外部検証と

の連携を図っている。また、各記録自体の作

成方法については厚生労働省や関連団体か

ら発表されている HACCP 構築のための手引

書等を参照する様に記述し（別添 1 および

2,p5 欄外注釈）内部検証の手順書が HACCP

の手引書を補完するものであることを示す

ことで、これまでに公表されている HACCP

の手引書との差別化を強調した。 

３．手順書の利用主体の明確化 

手順書の原案に対する意見聴取において、

利用主体が事業者側なのか外部検証員なの

かが不明瞭である点が指摘された。本指摘

に対して、手順書ではタイトルに「と畜事業

者向け」および「食鳥処理事業者向け」と付

し、本手順書が外部検証員向けの外部検証

通知の附属書ではなく、事業者が利用主体

であることを強調した。加えて後述の通り、

施行規則との関連性を明確にしつつ、作業

の現場確認および記録の振り返り活動（別

添 1および 2,p4「2-2.衛生管理の実施状況

の検証方法」）において、各作業の実施主体

がと畜場においては衛生管理者および作業

衛生責任者であり、食鳥処理場においては

食鳥処理衛生管理責任者であることを明示

し、事業者の責任において内部検証を実施

しなくてはならないことを強調した。 

４．検証についての説明の追加 

手順書の原案に対する意見聴取を通じて、

事業者のみならず外部検証員においても検

証活動についての理解が十分では無いこと

が明らかとなった。そこで手順書内では「1.

検証とは」（別添 1および 2,p2）の項におい
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て検証活動の構造について説明を加えるこ

ととした。すなわち、検証が「衛生管理計画

の妥当性確認」と「衛生管理の継続的検証」

から構成される事を説明し、さらに「衛生管

理の継続的検証」は「手法の妥当性検証」

「実施状況の検証」および「効果の検証」の

3つの要素からなることを説明した。これら

の分類については the Code of Federal 

Regulation Title 21 （以下、CFR Title 

21）に示される検証に関わる要求事項を参

照し、HACCPに係る海外の規格との整合性を

確保している。それぞれの要素については

「目的」「方法」「頻度」について実施するべ

き具体的な活動等を示した。各々の項目に

おける具体的活動内容については CFR 

Title 21で示される要求事項のうち特に重

要と考えられるものに内容を絞り、事業者

にとって無理のない内部検証を実行可能と

なるように構成した。「手法の妥当性検証」

では測定機器（温度計等）の外部校正および

精度確認により施行規則および衛生管理計

画が求める値を真に達成しているかについ

て確認することとした。事業者に対する聞

き取り調査から、事業者においてはこれま

でも温度測定において外部校正済みの施設

内標準温度計が整備されている事を確認し

ている。また、標準温度計と枝肉温度測定用

温度計、ナイフ消毒槽温度計、冷却槽温度測

定用温度計等との器差確認により各測定機

器の精度確認がなされていることも確認し

ており、手順書で示す手法の妥当性検証に

ついて事業者においも無理なく実施可能で

あると考える。「実施状況の検証」において

は、作業の現地確認と記録の振り返りを要

求した。作業の現地確認については原案で

は言及していなかったが、と畜・食鳥検査員

からの意見聴取を通じた要求に応える形で

改訂版では新たに導入している（後述）。記

録の振り返りについては検証活動において

最も重要な要素の一つであるものの、その

重要性について事業者およびと畜・食鳥検

査員にて認識が弱く、このため手順書内で

は記録の振り返りの重要性について特に丁

寧な説明を加えた。すなわち、製品検査の結

果と同様に衛生管理の記録が製品の安全性

を実証するための証拠となること、食品衛

生上の問題が発生した場合に衛生管理の記

録に基づき責任の所在の究明がなされるこ

とを説明し、事業者への聞き取り調査にお

いて実施率が高いとは言い難かった記録の

振り返り活動について確実な実施を促した

（別添 1および 2,p5欄外注釈）。「効果の検

証」においては、これまで事業者で実施され

ていた微生物検査が検証活動の一部である

ことを明確にし、更に試験結果の評価にト

レンド解析を導入することによってより効

果的な検証活動に繋がるように解説した

（別添 1および 2,p6「手順 2.検査結果の評

価」）。 

５．検証活動の実施主体の指名 

前述の様に、衛生管理の実施状況の検証の

うち、記録の振り返りについてはこれまで

実施している事業者が少なく、他の項目よ

りも詳細な解説が必要であった。このため

手順書の原案において、記録の整備状況の

確認および記録の振り返りに必要な「記録

の整備状況の確認シート」および「記録の検

証シート」を提示し、加えて「記録確認のフ

ローチャート」を提示することで事業者が

適切な記録の振り返り活動を実施可能とな

るように解説した。改訂版ではこれに加え

て、各作業の実施主体を示すことによって
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記録確認の責任者を明確にした（別添 1 お

よび 2,p4-5手順 2-1.から 2-3.）。責任者に

ついては各施行規則との整合性確保のため、

と畜場においては衛生管理責任者および作

業衛生責任者を、食鳥処理場においては食

鳥処理衛生管理者を指名している。更に、記

録に不備等が抽出された際には記録の重要

性に関する再教育の実施を要求し、記録の

整備および記録の振り返りを適切に運用可

能となるように促している（別添 1 および

2,p5欄外注釈）。 

６．作業の現場確認の要求 

手順書の原案では、これまで事業者にて実

施状況が悪かった記録の振り返りについて

重点化し要求した。これに対して、と畜検査

員および食鳥検査員への意見聴取において

は、衛生管理の実施状況の検証として記録

確認に加え現場での作業確認についての要

求を追加するべきであるとの意見が多く、

改訂版では同意見に対する対応を行った。

改訂版では作業の現場確認を記録の整備と

紐付け、作業の現場確認に伴って確実な記

録の取得がなされるように促している（別

添 1および 2,p4「手順 1.作業の現場確認」）。

加えて、施行規則で記述される「教育訓練の

効果」について「各工程の作業者が衛生管理

計画および手順書に示された作業を意図し

た目的に沿って適切に実施できるかどうか

を確認すること」と解説し、作業の現場確認

が施行規則により求められているものであ

ることを明確化した（別添 1および 2,p2欄

外注釈）。 

７．顧客からの苦情の分析に関する要求の

削除 

CFR Title 21では顧客からの苦情の分析

を衛生管理の妥当性検証の重要な要素であ

ると位置づけ、検証活動の中で顧客から寄

せられた苦情について HACCP プランの有効

性に関するものかを解析し、HACCPプランに

おいて認知されていなかった危害の抽出に

利用するように求めている。このため手順

書の原案では衛生管理計画の妥当性および

効果の検証方法の一つとして顧客からの苦

情の分析を要求していた。しかしながら、手

順書に対する意見聴取においては本要求に

ついて実施が困難であるとの意見が出され

た。事業者では顧客からの苦情に対しては

個別に対応がなされているものの衛生管理

システムの見直しとの連携はなされておら

ず、また、苦情分析については衛生管理に関

する非常に高度な専門知識が要求されるた

め、現時点で苦情分析を検証活動における

要求事項とすることは現実的ではないと判

断された。このため、改訂版では苦情の分析

に関する要求を削除し、今後の課題とする

こととした。 

８．重要管理点モニタリングに関する個別

要求の削除 

手順書の原案では施行規則の構成に従い、

前提条件プログラム（一般的衛生管理プロ

グラム）と HACCP プランの検証活動を別々

の章立てとし記述していた。手順書に対す

る意見聴取から、上記の手順書の構成が複

雑であるとの指摘を受け、改訂版ではこれ

らの活動について衛生管理の実施状況の検

証の中で一本化して再構成した。重要管理

点に関しては、事業者からの聞き取り調査

から、と畜場では枝肉温度もしくは枝肉保

管庫の温度を、食鳥処理場ではと体等の冷

却槽の温度を重要管理点として設定してい

る施設が多いことが明らかとなっている。

これらの重要管理点の検証については、と
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畜場向け手順書内では「生体の取扱い及び

衛生的なとさつ・解体に関する記録」に関す

る記録確認の要求事項内の「J.枝肉の冷却・

保管に関する記録」の 1. （別添 1,p10）で

要求しており、また、食鳥処理場向け手順書

内では「食鳥、食鳥とたい、食鳥中抜とたい

及び食鳥肉等衛生的な取扱いに関する記録」

に関する記録確認の要求事項内の「F.冷却

工程に関する記録」の 1.および 2.（別添

2,p9）で要求している。このため、施行規則

および外部検証通知で求められる重要管理

点の検証活動についても手順書内で十分に

対応可能な構成となっている。 

 

Ｃ. 考察 

本研究ではと畜・食鳥検査員が実施する外

部検証および事業者が実施する内部検証の

実態調査から、効果的な外部検証の実施に

おいて外部検証と内部検証の連携構築の必

要性を明らかにし、外部検証通知と整合性

をもつ内部検証の手順書を作成した。本年

度に実施した改訂作業においては、と畜・食

鳥検査員および事業者からの意見聴取によ

り得られた指摘を反映しすることで手順書

の実行性を高め、事業者にとって無理なく

導入可能なものとなるように調整を行った。 

と畜場および食鳥処理場の外部検証につ

いては本格的実施の開始から約 2 年を迎え、

と畜・食鳥検査員にて外部検証通知に沿っ

た形で詳細な検証活動を実施頂いていると

ころである。一方で、外部検証通知に示され

る作業は膨大なものとなっており、持続可

能な外部検証実施体制の整備のためには今

後、外部検証作業の効率化に関する取り組

みが求められるものと考える。本研究では

外部検証の効率化に向けた取り組みの一つ

として、外部検証と内部検証の連携強化を

目的とした内部検証手順の提案を起案した。

事業者に対する聞き取り調査においては、

外部検証に対する協力姿勢は強いものの、

外部検証通知の内容については事業者側で

は意識しておらず、このことが外部検証と

内部検証の連携の大きな障害となっている

ことが明らかとなった。本研究で作成した

手順書では外部検証において確認される記

録について事業者側での確実な取得を主た

る目的の一つとして設定している。内部検

証の手順書の中で示す記録の取得・確認作

業においては、外部検証通知の別表にて示

される確認項目を引用し、外部検証で行う

各検証作業の意図について事業者側でも共

有し、それをもって外部検証の確実性の上

昇も見込んでいる。今後、内部検証の手順書

を参照することで事業者側においても外部

検証の意図を理解していただき、その意図

に沿った形での記録の取得をして頂けるよ

うに期待している。これらの意識の共有は

外部検証の効率化に繋がるのみならず、内

部検証の効率化も期待され、事業者側にと

っても大きなメリットを提供するものであ

ると考える。 

事業者に対する聞き取り調査においては、

多くの施設が食品衛生法およびと畜場法、

食鳥検査法の改正前から HACCP システムに

基づく衛生管理が導入・実施されており比

較的高度な衛生管理手法が運用されている

ことが明らかとなった。しかしながら、

HACCPの 7原則の中で原則 6：検証に関する

活動は日々の製造および衛生管理から独立

した活動となるため、事業者にとっては負

担も多く、その実施内容については事業者

の規模によっても多様となっていた。本研
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究で作成した手順書は、これまでに厚生労

働省や業界団体より公開されている HACCP

の手引書において詳細な解説が少なかった

原則 6：検証の解説を補填するものとなって

いる。手順書では事業者に対する聞き取り

調査から明らかになった検証の目的・重要

性についての事業者の理解不足に対して、

その解消を目的として検証活動の構造につ

いて簡潔に説明し、それぞれの活動の目的

意識の向上を図った。さらに、それぞれの検

証活動と施行規則で示される要求事項との

関連性を明確にすることで、事業者に対し

て内部検証実施の必要性と重要性を示した。

事業者に対する聞き取り調査からは事業者

においては法律・規則に対する遵守意識が

非常に高いことが明らかとなっており、内

部検証と施行規則との関連性の明確化によ

り事業者の内部検証への取り組み姿勢の向

上が期待されるものと考えている。 

外部検証通知においては微生物試験の評

価方法としてトレンド解析による評価が導

入された。事業者においてはこれまでも最

終製品（枝肉および食鳥肉等）の安全性検証

の目的で自主検査（微生物検査）が実施され

てきたところである。しかしながら、試験結

果の評価においては個々の試験結果と自社

基準等との絶対値比較による評価のみが行

われており、トレンド解析については実施

されていなかった。本研究で作成した手順

書においては、自主検査として実施する微

生物試験の評価方法としてもトレンド解析

による評価の実施を提案している。食品衛

生検査を中心とした検査業界では近年、試

験結果の短期的な絶対値評価ではなく、ト

レンド解析による評価の導入が推進されて

おり、と畜・食鳥処理施設の自主検査におい

てもトレンド解析の導入が試験活動の高度

化に繋がるものと考えている。更に、手順書

の中では微生物検査に加えて、不適合業務

のトレンド解析も可能となるような記録用

紙（別添 1,p12-13および別添 2,p11-12「記

録の検証シート」）の提案を行い、検証活動

における記録の振り返りの重要性について

丁寧に説明した。今後、記録の振り返りによ

る衛生管理上問題発生が起こりやすい工程

の認知によって、問題発生の可能性を事前

察知可能なシステムが構築されることを期

待している。 

外部検証通知においては国際整合性の確

保の目的で、微生物検査の方法として切除

法による検査が採用された。一方で、事業者

による自主検査においては現在でも拭き取

り法が利用されている。と畜・食鳥検査員お

よび事業者に対する聞き取り調査からは、

微生物試験について方法の統一化に関する

意見も多く抽出された。しかしながら、本研

究で提案した手順書においては、事業者の

負担軽減を意図して、微生物試験の方法と

して従前より事業者が参照している厚生労

働省通知（「と畜場法施行規則の一部を改正

する省令の施行等について」（平成 9年 1月

28日衛乳第 25号）および「食鳥処理場にお

ける HACCP 方式による衛生管理指針につい

て」（平成 4 年 3 月 30 日衛乳第 71 号））を

提案し、外部検証通知とは異なった拭き取

り法による検査方法を示した。外部検証に

おける微生物試験結果については全国的な

解析が既に開始されており、今後、その結果

が衛生管理状況の評価に利用される事とな

る。一方で、自主検査結果の全国的な解析は

現実的には実現困難である。そのため、個々

の事業者において外部検証と内部検証の微
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生物試験結果を比較しつつ検証を進めるこ

とが可能なシステムの構築が望まれる。手

順書にて提案した自主検査におけるトレン

ド解析の導入は外部検証結果と自主検査結

果の比較解析において有効なツールになる

と期待している。外部検証と内部検証にお

ける微生物試験法の整合性確保については

今後の課題とし、有効なシステムの構築を

目指したいと考えている。 

 

Ｄ. 結論 

昨年度までの研究で作成した内部検証の

手順書の原案に対して、と畜・食鳥検査員お

よび事業者からの意見聴取を行い、実行性

を高めた形での内部検証の手順書の最終案

を作成した。手順書の作成においては下記

の作成方針に従い、さらに、と畜、食鳥検査

員および事業者からの意見を反映した改定

を行うことで手順書の実行性を高め、事業

者にとって無理なく導入可能なものとして

いる。 

内部検証の手順書の主な作成方針 

・検証の目的について事業者の理解促進 

・内部検証と外部検証との連携を強化 

・施行規則と内部検証の関連性の明確化 

・国内通知との整合性を考慮した微生物自

主検査項目の設定 

・HACCP に関わる海外規格との整合性の考

慮 

作成した手順書については今後、公益財団

法人日本食肉生産技術開発センター等の関

連団体を通じて事業者に広く公開する事を

目指している。本研究成果を事業者に提案

することで、内部検証の確実な実施と高度

化を期待するとともに、と畜・食鳥検査員に

よる外部検証活動の円滑化および有効性の

強化についても見込まれるものと考えてい

る。 
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り
に
実
施
さ
れ
た
場
合
に
、
安
全
な
製
品
が
製
造
可
能
で
あ
っ
た
か
を
検
証
し
ま
す
。
枝
⾁
に
対
す
る
微
⽣

物
検
査
は
、
そ
の
⽅
法
の
⼀
つ
で
す
。

 

以
下
に
具
体
的
な
⼿
順
を
⽰
し
ま
す
。

 

【
⼿
順
】

 

⼿
順

1
. 微

⽣
物
検
査
の
実
施

 

検
査
⽅
法
は
「
と
畜
場
法
施
⾏
規
則
の
⼀
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
⾏
等
に
つ
い
て
」（

平
成

9
年

1
⽉

2
8
⽇
衛
乳
第

2
5
号
）
に
⽰
さ
れ
る
⽅
法
（

A
O

A
C
等
の
第
三
者
認
証
を
受
け
た
簡

易
検
査
法
を
含
む
）
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
同
通
知
で
は
⼤
腸
菌
数
検
査
を
必
須
項
⽬
と
し
て
⽰
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
加
え
て
少
な
く
と
も
⼀
般
⽣
菌
数
検
査
の
実
施
を
推
奨
し
ま
す
。
ま
た
、

⼤
腸
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
等
の
病
原
微
⽣
物
検
査
を
必
要
に
応
じ
て
追
加
で
実
施
す
る
と
尚

良
い
で
し
ょ
う
。

 

⼿
順

2
. 検

査
結
果
の
評
価

 

検
査
結
果
は
下
図
に
例
⽰
す
る
よ
う
に
傾
向
分
析
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
記
録
し
（
グ
ラ
フ

化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）、

定
期
的
な
振
り
返
り
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
管
理
し
ま
す

1
0。

傾

向
分
析
に
よ
り
、
問
題
発
⽣
前
の
対
策
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

 

 

 

 1
0
枝
⾁
の
微
⽣
物
検
査
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
「
と
畜
場
法
施
⾏
規
則
の
⼀
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
⾏
等
に
つ
い
て
」
（
平
成

9
年

1
⽉

2
8
⽇
衛
乳
第

2
5
号
）
に
基
づ
い
て
広
く
実
施
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
同
通
知
で
は
試
験
結
果
の
評
価
⽅
法
に
つ
い
て
⽰
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
⼀
⽅
で
、
外
部
検
証
通
知
で
は
試
験
結
果
の
評
価
⽅
法
に
つ
い
て
、
各
施
設
の
直
近

1
年
間
の
検
査
結
果
と
の
⽐
較

お
よ
び
管
理
図
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
チ
ャ
ー
ト
）
を
⽤
い
た
傾
向
分
析
に
よ
る
試
験
結
果
の
評
価
⽅
法
が
⽰
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
部
検
証
に
お

け
る
微
⽣
物
検
査
に
お
い
て
も
試
験
結
果
の
評
価
⽅
法
と
し
て
傾
向
分
析
を
取
り
⼊
れ
る
こ
と
で
、
外
部
検
証
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

 

 
 

試
験
実
施
⽇

⼀
般
⽣
菌
数

⼤
腸
菌
数

微
⽣
物
検
査
の
傾
向
分
析
の
例

0

20
00

40
00

60
00

80
00

1
00

00

1
20

00

4
/1

4
/8

4
/1

5
4

/2
2

4
/2

9
5/6

5
/1

3
5

/2
0

5
/27

6/3
6/10

6/17
6/24

菌数 (cuf/100 cm2)

試
験
実
施
⽇

⼀
般
⽣
菌
数

⼤
腸
菌
数

許
容
限
界
（
⾃
主
基
準
）

許
容
限
界
付
近
で
あ
る
が
⼀
時
的

な
の
で
対
策
の
必
要
は
な
い

許
容
限
界
以
下
で
あ
る
が
上
昇
傾

向
が
み
ら
れ
る
の
で
対
策
を
検
討
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1

3
 

 

 

 

週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

実施⽇

記録名 実施者

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否

該当無

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否 ✔

該当無

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否 ✔

該当無

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否

該当無

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否

該当無

良 ✔ ✔ ✔

否

該当無 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

記録の検証シート （ 記⼊例）

備考

記録・是正の再実施完了後

に斜線を付す

記録の更新が無かった週は

「該当無」に✔をいれる

「否」となった事例につい

て是正の状況を記録する

 
1

4
 

別
紙

3
 

 

 

記
録
の
確
認

是
正
記
録
の
確
認

作
業
実
施
者
に
記
録
作
成
を
依
頼

衛
⽣
管
理
計
画
か
ら
の
逸
脱
の
有
無
の
確
認

是
正
実
施
者
に
記
録
作
成
を
依
頼

是
正
の
妥
当
性
の
確
認

是
正
実
施
者
に
是
正
の
再
実
施
を
依
頼

検
証
終
了

検
証
終
了

記
録
漏
れ
が
有
っ
た
場
合

記
録
漏
れ
が
無
か
っ
た
場
合

逸
脱
が
無
か
っ
た
場
合

逸
脱
が
有
っ
た
場
合記
録
漏
れ
が
有
っ
た
場
合

記
録
漏
れ
が
無
か
っ
た
場
合

是
正
が
妥
当
で
な
か
っ
た
場
合

是
正
が
妥
当
で
あ
っ
た
場
合

衛⽣管理および記録整備の実施状況の確認是正処置の妥当性の確認

「
否
」
に
✔
を
⼊
れ
る

「
良
」
に
✔
を
⼊
れ
る

「
否
」
に
✔
を
⼊
れ
る

「
否
」
に
✔
を
⼊
れ
る

「
良
」
に
✔
を
⼊
れ
る

記
録
確
認
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

別
紙

3
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5

 

⼿
順

2
-2

. 
記
録
の
検
証
シ
ー
ト
の
準
備

 

別
紙

1
に
記
⼊
し
た
全
て
の
記
録
名
を
別
紙

2「
記
録
の
検
証
シ
ー
ト
」
の
記
録
名
の
欄
に

転
記
し
ま
す
（
別
紙

1
で
同
⼀
の
記
録
名
を
複
数
の
項
⽬
に
渡
っ
て
共
通
し
て
記
⼊
し
た
場
合

は
、
別
紙

2
で
は
ま
と
め
て

1
度
だ
け
記
⼊
し
ま
す
：「

記
録
の
整
備
状
況
の
確
認
シ
ー
ト
（
記

⼊
例
）
」
お
よ
び
「
記
録
の
検
証
シ
ー
ト
（
記
⼊
例
）」

参
照
）
。

 

こ
の
作
業
は
衛
⽣
管
理
の
全
体
責
任
者
（
⾷
⿃
処
理
衛
⽣
管
理
者
等
）
が
⾏
い
ま
す
。

 

⼿
順

2
-3

. 
記
録
の
振
り
返
り

 

衛
⽣
管
理
の
振
り
返
り
を
⽬
的
と
し
て
、
週
に

1
回
の
頻
度
で
各
記
録
の
確
認
を
⾏
い
、

そ
の
結
果
を
別
紙

2「
記
録
の
検
証
シ
ー
ト
」
に
記
⼊
し
ま
す

8。
各
記
録
の
確
認
に
あ
た
っ
て

は
、
別
紙

3
「
記
録
確
認
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
に
従
っ
て
衛
⽣
管
理
お
よ
び
記
録
整
備
の
実

施
状
況
と
是
正
処
置
の
妥
当
性
の
確
認
を
⾏
い
ま
す
。
「
否
」
と
判
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
別
紙

3
に
⽰
さ
れ
た
様
に
記
録
の
作
成
者
ま
た
は
是
正
実
施
者
に
記
録
ま
た
は
是
正
の
再

実
施
を
指
⽰
し
ま
す

9。
再
実
施
完
了
後
に
は
斜
線
を
付
す
こ
と
で
記
録
・
是
正
の
再
実
施
を

確
認
し
た
こ
と
を
記
録
し
ま
す
（「

記
録
の
検
証
シ
ー
ト
（
記
⼊
例
）」

参
照
）
。

 

当
該
週
に
更
新
が
無
か
っ
た
記
録
に
つ
い
て
は
「
該
当
無
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
⼊
れ
ま
す
。

 

こ
の
確
認
作
業
は
衛
⽣
管
理
の
全
体
責
任
者
（
⾷
⿃
処
理
衛
⽣
管
理
者
等
）
が
⾏
い
ま
す
。

 

  

2
-3

. 
衛
⽣
管
理
の
効
果
の
検
証
⽅
法

 

施
設
管
理
お
よ
び
⾷
⿃
処
理
の
各
作
業
が
衛
⽣
管
理
計
画
お
よ
び
⼿
順
書
に
従
っ
て
決
め
ら
れ
た
通
り

に
実
施
さ
れ
た
場
合
に
、
安
全
な
製
品
が
製
造
可
能
で
あ
っ
た
か
を
検
証
し
ま
す
。
⾷
⿃
⾁
等
に
対
す
る
微

⽣
物
検
査
は
、
そ
の
⽅
法
の
⼀
つ
で
す
。

 

  
5
そ
れ
ぞ
れ
の
衛
⽣
管
理
記
録
の
作
成
⽅
法
に
つ
い
て
は
、
厚
⽣
労
働
省
や
業
界
団
体
等
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
衛
⽣
管
理
計
画
作
成
の

た
め
の
⼿
引
書
等
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 
6
万
が
⼀
、
⾷
品
衛
⽣
上
の
問
題
等
が
発
⽣
し
た
場
合
に
は
、
衛
⽣
管
理
の
記
録
に
基
づ
き
原
因
お
よ
び
責
任
の
所
在
の
究
明
が
な
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
衛
⽣
管
理
に
関
わ
る
す
べ
て
の
⾏
為
は
適
切
に
記
録
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
別
紙

1
の
各
項
⽬
に
該
当
す
る
記

録
が
揃
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
衛
⽣
管
理
計
画
が
不
⼗
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
衛
⽣
管
理
計
画
の
⾒
直
し
を
⾏
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

7
本
書
の
別
表

1
は
外
部
検
証
通
知
の
別
表

2
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
本
書
の
別
表

1
に
従
っ
た
衛
⽣
管
理
の
実
施
状
況
の
検

証
に
よ
っ
て
、
⾷
⿃
検
査
員
に
よ
る
外
部
検
証
に
対
応
し
た
形
で
の
内
部
検
証
の
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 
8
衛
⽣
管
理
の
記
録
は
全
て
の
製
品
（
微
⽣
物
検
査
で
抜
き
取
り
検
査
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
製
品
を
含
む
）
が
衛
⽣
管
理
計
画
か
ら

逸
脱
す
る
こ
と
な
く
適
切
に
製
造
さ
れ
て
い
た
唯
⼀
の
証
拠
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
記
録
に
漏
れ
が
有
っ
た
場
合
に
は
、
衛
⽣
管
理
が

適
切
に
⾏
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
⼿
段
が
な
く
な
り
ま
す
。
記
録
全
体
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
記
録
に
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
う
え
で
⾮
常
に
重
要
で
す
。
加
え
て
、
記
録
全
体
の
振
り
返
り
に
よ
り
⽇
々
の
衛
⽣
管
理
の
中
で
不
適
合
業
務
が
発
⽣
し
や
す
い
⼯
程
の

特
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

 
9
必
要
に
応
じ
て
記
録
の
作
成
者
に
対
し
て
記
録
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
教
育
を
⾏
っ
て
く
だ
さ
い
。
是
正
処
置
が
適
切
で
な
か
っ
た
場

合
も
同
様
に
是
正
実
施
者
に
対
し
て
正
し
い
是
正
⽅
法
に
つ
い
て
再
教
育
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
6

 

以
下
に
具
体
的
な
⼿
順
を
⽰
し
ま
す
。

 

【
⼿
順
】

 

⼿
順

1
. 微

⽣
物
検
査
の
実
施

 

検
査
⽅
法
は「

⾷
⿃
処
理
場
に
お
け
る

H
A

C
C

P
⽅
式
に
よ
る
衛
⽣
管
理
指
針
に
つ
い
て
」

（
平
成

4
年

3
⽉

3
0
⽇
衛
乳
第

7
1
号
）
に
⽰
さ
れ
る
⽅
法
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
⾷
品

衛
⽣
検
査
指
針
（
微
⽣
物
編
）
に
記
載
の
簡
易
試
験
法
も
利
⽤
可
能
で
す
。
同
通
知
で
は
様
々
な

微
⽣
物
に
関
す
る
検
査
法
が
⽰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
⾷
⿃
⾁
等
に
対
す
る
細
菌
数

検
査
の
実
施
を
推
奨
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
病
原
微
⽣
物
に
つ
い
て
の
検
査
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

 

⼿
順

2
. 検

査
結
果
の
評
価

 

検
査
結
果
は
下
図
に
例
⽰
す
る
よ
う
に
傾
向
分
析
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
記
録
し
（
グ
ラ
フ

化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）、

定
期
的
な
振
り
返
り
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
管
理
し
ま
す

1
0。

傾

向
分
析
に
よ
り
、
問
題
発
⽣
前
の
対
策
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

 

 

    
1

0
⾷
⿃
⾁
等
の
微
⽣
物
検
査
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
「
⾷
⿃
処
理
場
に
お
け
る

H
A

C
C

P
⽅
式
に
よ
る
衛
⽣
管
理
指
針
に
つ
い
て
」

（
平
成

4
年

3
⽉

3
0
⽇
衛
乳
第

7
1
号
）
等
に
基
づ
い
て
広
く
実
施
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
同
通
知
で
は
試
験
結
果
の
評
価
⽅
法
に

つ
い
て
⽰
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
⼀
⽅
で
、
外
部
検
証
通
知
で
は
試
験
結
果
の
評
価
⽅
法
に
つ
い
て
、
各
施
設
の
直
近

1
年
間
の
検
査

結
果
と
の
⽐
較
お
よ
び
管
理
図
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
チ
ャ
ー
ト
）
を
⽤
い
た
傾
向
分
析
に
よ
る
試
験
結
果
の
評
価
⽅
法
が
⽰
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
部
検
証
に
お
け
る
微
⽣
物
検
査
に
お
い
て
も
試
験
結
果
の
評
価
⽅
法
と
し
て
傾
向
分
析
を
取
り
⼊
れ
る
こ
と
で
、
外
部
検
証
と
の
連
携
を

図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

 
 

試
験
実
施
⽇

細
菌
数

微
⽣
物
検
査
の
傾
向
分
析
の
例

0

2
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5
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5
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6

/1
0

6
/1

7
6

/2
4

菌数 (cuf/ cm2)

試
験
実
施
⽇

許
容
限
界
（
⾃
主
基
準
）

許
容
限
界
付
近
で
あ
る
が
⼀
時
的

な
の
で
対
策
の
必
要
は
な
い

許
容
限
界
以
下
で
あ
る
が
上
昇
傾

向
が
み
ら
れ
る
の
で
対
策
を
検
討
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週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

実施⽇

記録名 実施者

良

否

該当無

良

否

該当無

良

否

該当無

良

否

該当無

良

否

該当無

良

否

該当無

記録の検証シート

備考

 
1

2
 

  

 

週 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

実施⽇

記録名 実施者

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否 ✔

該当無

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否

該当無

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否 ✔

該当無

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否

該当無

良 ✔ ✔ ✔

否

該当無 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

良 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

否

該当無

記録の検証シート （ 記⼊例）

備考

記録・是正の再実施完了後

に斜線を付す

「否」となった事例につい

て是正の状況を記録する

記録の更新が無かった週は

「該当無」に✔をいれる
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記
録
の
確
認

是
正
記
録
の
確
認

作
業
実
施
者
に
記
録
作
成
を
依
頼

衛
⽣
管
理
計
画
か
ら
の
逸
脱
の
有
無
の
確
認

是
正
実
施
者
に
記
録
作
成
を
依
頼

是
正
の
妥
当
性
の
確
認

是
正
実
施
者
に
是
正
の
再
実
施
を
依
頼

検
証
終
了

検
証
終
了

記
録
漏
れ
が
有
っ
た
場
合

記
録
漏
れ
が
無
か
っ
た
場
合

逸
脱
が
無
か
っ
た
場
合

逸
脱
が
有
っ
た
場
合記
録
漏
れ
が
有
っ
た
場
合

記
録
漏
れ
が
無
か
っ
た
場
合

是
正
が
妥
当
で
な
か
っ
た
場
合

是
正
が
妥
当
で
あ
っ
た
場
合

衛⽣管理および記録整備の実施状況の確認是正処置の妥当性の確認

「
否
」
に
✔
を
⼊
れ
る

「
良
」
に
✔
を
⼊
れ
る

「
否
」
に
✔
を
⼊
れ
る

「
否
」
に
✔
を
⼊
れ
る

「
良
」
に
✔
を
⼊
れ
る

記
録
確
認
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

別
紙

3


